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１．はじめに

　国民の体力や運動能力の状況を明らかにする
ため、文部科学省は昭和39年から継続して体力
や運動能力に関する調査を実施している1）。子
どもに関しては体力や運動能力、運動習慣に
ついての調査が行われており、平成24年度か
らはこれらに加えて運動やスポーツをしない
理由についても調査されるようになった。文

部科学省の調査結果によると、子どもの体力
や運動能力は昭和60年ごろから現在まで低下
傾向が続いている2）。子どもの体力の低下は
将来的に国民全体の体力低下につながり、生
活習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の
低下などを引き起こし、社会全体の活力が失
われるという事態に発展することが懸念され
る3）。体力は心身の健康や発育発達に深く関
わり、子どもの時期に活発に身体活動を行う
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ことで体力の向上や心身の健やかな発育発達
が促されるとともに、運動やスポーツに親し
むことのできる身体的能力の基礎が養われ、
健康的で充実した豊かな人生を送ることがで
きるとされている3）。
　H 県 F 町では、子どもの身体活動の機会
を増やして健康の増進や体力あるいは運動能
力の向上を図るため、平成24年度より町内在
住の児童を対象に健康福祉課保健センターと
K 大学が協力して定期的に運動教室を実施し
ている。適切な運動指導を行うためには対象
者の運動やスポーツへの取り組みや態度につ
いての情報を把握しておくことが必要である
が、これまで指導対象の児童に関してそれら
の資料は得られていない。
　そこで本研究では、F 町の運動教室の参加
児童を対象に運動習慣および運動やスポーツ
に対する態度について調査し、文部科学省が
全国で実施した調査結果と比較することで、
F 町の児童が有する運動習慣および運動やス
ポーツに対する態度の特徴について検討する
ことを目的とした。

２．方法

⑴　調査対象者
　調査対象者は2013年度に H 県 F 町健康福
祉課保健センターによって実施された学童運
動教室および親子運動教室に参加した F 町
在住の 1 年生から６年生までの児童136名で
あった。調査対象者のうち113名（男子：48
名、女子：65名）から回答が得られ、回収率
は86.0% であった。調査対象の児童の学年の

内訳は表１に示したとおりであった。

⑵　調査方法
　学童運動教室および親子運動教室の開講式

（2013年５月）の際に集合調査法を用いて調
査を実施した。調査対象者に質問紙を配票し、
本調査で得られた情報が適切に取り扱われる
旨を周知した後、後述の調査項目に対して回
答を求めた。
　調査項目は調査対象者の属性に関する項目

（学年、年齢および性別）、運動習慣および生
活習慣に関する項目とした。運動習慣および
生活習慣に関する項目は、文部科学省が行っ
た平成24年度全国体力・運動能力、運動習慣
等調査4）と同様の項目を用い、調査対象者が
回答しやすい表現となるよう配慮して作成し
た。運動習慣に関する項目には運動部所属の
有無、運動やスポーツの実施状況、曜日ごと
の運動実施状況の詳細、運動の好き嫌いや得
意不得意、運動をしない理由など運動に対す
る態度についての項目、生活習慣に関する項
目には朝食摂取の有無、１日の睡眠時間およ
びテレビの視聴時間についての項目が含まれ
た。
　運動やスポーツの実施時間や睡眠時間など
具体的な時間を回答する項目については数値
記入による自由回答、運動部所属の有無や曜
日ごとの運動実施の有無については二項選択
単一回答形式、運動やスポーツをしない理由
については無制限複数回答形式、その他の項
目については多項選択単一回答形式によって
回答を求めた。なお開講式を欠席者した者に
対しては、質問紙の配票および回収を健康福
祉課保健センターに委託して調査を行った。

⑶　分析方法
　調査対象者全体としての傾向を把握するた
めに、単一回答形式および複数回答形式で得

表１　本調査対象者の学年の内訳
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られた回答は調査項目ごとに調査対象者を一
群として単純集計した。数値記入による自由
回答の項目については平均値および標準偏差
を求めた。得られた結果は性別ごとに平成24
年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結
果4）と比較し、F 町の児童が有する特徴につ
いて検討することとした。

３．結果

⑴　調査対象者の運動習慣
　調査対象者のうち、運動部やスポーツク
ラブに所属している男子は31.3%、女子は
26.2%、所属していない男子は68.8%、女子は
73.8% であった（図１）。運動やスポーツの
実施頻度に関する男子の回答は「ほとんど
毎日（週に３日以上）」が41.7%、「ときどき

（週に1～2日くらい）」が33.3%、「ときたま
（月に1～3日くらい）」が14.6%、「しない」が
10.4% であった（図２（a））。女子の回答は「ほ
とんど毎日」が23.1%、「ときどき」が52.3%、「と
きたま」が12.3%、「しない」が12.3% であった。

「ほとんど毎日」から「ときたま」と回答し

た調査対象者に対して平日に運動やスポーツ
を行う平均的な日数を質問したところ、男子
では「５日」が14.6%、「４日」が24.4%、「３
日」が12.2%、「２日」と「１日」が24.4% で
あり、女子では「５日」が15.1%、「４日」が
7.5%、「３日」が18.9%、「２日」が30.2%、「１
日」が28.3% であった（図２（b））。「ときた
ま」あるいは「しない」と回答した調査対象
者に運動やスポーツをしない理由を尋ねたと
ころ、男子は「運動が苦手」と「場所や機会
がない」と回答した者が25.0% と最も多く、

「疲れる」、「時間がない」、「してみたいとは
思わない」、「その他」が16.7%、「一緒にする
友達がいない」、「情報がない」が8.3% であっ
た（図３）。「入りたい運動部やクラブがない」、

「他にしていることがある」、「してみたいス
ポーツがない」、「勉強などをするように言わ
れる」という回答は見られなかった。女子は

「他にしていることがある」が43.8% と最も
多く、次いで「場所や機会がない」が31.3%
と多かった。「その他」は18.8%、「一緒にす
る友達がいない」は12.5%、「運動が苦手」、「し
てみたいスポーツがない」、「疲れる」、「時間
がない」、「情報がない」、「してみたいとは思
わない」はそれぞれ6.3% であった。「入りた
い運動部やクラブがない」、「勉強などをする
ように言われる」という回答はなかった。

図1. 運動部やスポーツクラブに所属している者の割合

図2.�運動やスポーツの実施頻度 (a) と平日に運動や
スポーツを行う日数 (b)

図３. 運動やスポーツをしない理由
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　「運動やスポーツをするときは１日にどの
くらいの時間するか」という質問に対する男
子の回答は「30分まで」が19.6%、「30分から
１時間」が37.0%、「１時間から２時間」が
32.6%、「２時間以上」が10.9%、女子の回答
は「30分まで」が19.4%、「30分から１時間」
が45.2%、「１時間から２時間」が24.2%、「２
時間以上」が11.3% であった（図４）。また、
平日に運動やスポーツを行う時間帯と運動時
間について尋ねたところ、男子では「朝始業
前」に全体の22.9% が15.5±6.9分（平均±標
準偏差）、「中休み（20分休みなど）」に52.1%
が18.0±3.8分、「昼休み」に56.3% が23.5±8.2
分、「放課後（下校までの時間に）」に12.5%
が12.5±6.1分、「 下 校 後 」 に56.3% が84.8±
40.0分運動やスポーツを行っていた（図５⒜
および⒝）。それに対して、女子では「朝始
業前」に全体の24.6% が15.6±7.3分、「中休み」
に41.5% が19.1±5.6分、「昼休み」に43.1% が
20.7±8.6分、「放課後」に7.7% が16.0±5.5分、

「下校後」に55.4% が73.8±49.5分行っていた。
　土曜日に運動やスポーツを行う男子は
58.3%、女子は50.8% であった（図６⒜）。土
曜日に運動やスポーツを行う男子のうち、
50.0% が「月に４回」、17.9% が「月に３回」、
32.1% が「月に２回」運動やスポーツを行っ
ており、１回あたりの時間は130.3±81.7分で
あった（図６⒝）。土曜日に運動やスポーツ
を行う女子では、「月に４回」が59.4%、「月
に３回」が21.9%、「月に２回」が15.6%、「月
に１回」が3.1% であり、１回あたり95.2±
58.9分行っていた。また、男子の50.0% が日
曜日に運動やスポーツを行っており、その頻
度は「月に４回」が54.2%、「月に３回」が
20.8%、「月に２回」が4.2%、「月に１回」が
20.8% であり、運動時間は１回あたり122.1
±65.0分であった（図７（a）および⒝）。日
曜日に運動やスポーツを行う女子は全体の

図5.�平日の時間帯ごとの運動やスポーツを行う者の
割合 (a) と運動やスポーツの実施時間 (b)．エラー
バーは標準偏差を示す．

図６.�土曜日に運動やスポーツを行う者の割合 (a) と
1か月の実施回数 (b)

 

 

 

 

 

 

図７.�日曜日に運動やスポーツを行う者の割合 (a) と
1か月の実施回数 (b)

 

 

 

  

 

 

  

 

図４. １日の運動やスポーツの実施時間
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28.6% であり、そのうち33.3% が「月に４回」、
27.8% が「月に３回」、33.3% が「月に２回」、
5.6% が「月に１回」、１回あたり109.4±68.6
分運動やスポーツを行っていた。

⑵　調査対象者の運動に対する態度
　運動やスポーツの好き嫌いについて、男子
の68.8% が「好き」、20.8% が「やや好き」、8.3%
が「やや嫌い」、2.1% が「嫌い」と回答した（図
８⒜）。女子は「好き」が65.3%、「やや好き」
が25.4%、「やや嫌い」が6.3%、「嫌い」が4.8%
であった。運動やスポーツに対する得意不得
意については、男子全体の45.8% が「得意」、
31.3% が「やや得意」、20.8% が「やや不得意」、
2.1% が「不得意」、女子全体の42.9% が「得意」、
23.8% が「やや得意」、25.4% が「やや不得意」、
7.9% が「不得意」と回答した（図８⒝）。「運

動やスポーツをもっとしたいと思うか」とい
う質問には、男子の60.4% が「思う」、18.8%
が「やや思う」、16.7% が「あまり思わない」、
4.2% が「思わない」、女子の60.3% が「思う」、
19.0% が「やや思う」、14.3% が「あまり思わ
ない」、6.3% が「思わない」と回答した（図
８⒞）。「運動やスポーツをすることは体力
を上げるために大切だと思うか」という質
問に対して、男子は全体の67.4% が「思う」、
26.1% が「やや思う」、4.3% が「あまり思わ
ない」、2.2% が「思わない」と回答した。女
子は全体の77.4% が「思う」、16.1% が「やや
思う」、6.5% が「あまり思わない」と回答し、

「思わない」と答えた者はいなかった（図９）。

⑶　調査対象者の生活習慣
　朝食の摂取状況について、男子の回答は「毎
日食べる」が97.9%、「ときどき食べない」が
2.1%、女子の回答は「毎日食べる」が98.4%、「と
きどき食べない」が1.6% であり、男女共に「毎
日食べない」と回答した者はいなかった（図
10⒜）。１日の睡眠時間に関して、男子では

「８時間以上」が75.0%、「６時間から８時間」
が22.9%、「６時間まで」が2.1% であり、女
子では「８時間以上」が76.2%、「６時間から

図8.�運動やスポーツの好き嫌い (a) および得意不得意
(b)，運動やスポーツをもっとしたいと思う者の割合 (c)

図９.�運動やスポーツが体力の向上につながると思う
者の割合

図10.�朝食の摂取状況 (a)，1日の睡眠時間 (b) および
テレビの視聴時間 (c)
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８時間」が23.8% であり、「６時間未満」と
いう回答はなかった（図10⒝）。１日のテレ
ビの視聴時間は、男子では「１時間まで」が
12.5%、「１時間から２時間」が52.1%、「２時
間から３時間」が22.9%、「３時間以上」が
12.5%、女子では「１時間まで」が28.6%、「１
時間から２時間」が47.6%、「２時間から３時
間」が14.3%、「３時間以上」が9.5% であっ
た（図10⒞）。「食事や睡眠時間が体力向上
につながっていると思うか」という質問には、
男子の59.6% が「思う」、31.9% が「やや思う」、
6.4% が「あまり思わない」、2.1% が「思わない」
と回答した。一方、女子は全体の73.0% が「思
う」、17.5% が「やや思う」、9.5% が「あまり
思わない」と回答し、「思わない」と回答し
た者はいなかった（図11）。

4. 考察

　本調査は F 町の学童運動教室および親子
運動教室の参加児童を調査対象としたため、
調査対象者が低学年の児童にやや偏重してい
る嫌いがあるが（表１参照）、得られた結果
を性別ごとに平成24年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査結果（以下、全国）4）と比較
し、F 町の児童が有する運動習慣および運動
やスポーツに対する態度の特徴について検討
したい。運動部やスポーツクラブに所属して
いる児童の割合は、全国では男子が71.3%、
女子が47.5% と男子が女子を大きく上回った
のに対して、F 町では男女とも全国の値を大
きく下回る値を示し、男女でほぼ同程度の値

であった（図１）。運動やスポーツを行う頻
度については、男女共に週に３日以上行う
者の割合が全国の値（男子：60.9%、女子：
35.6%）を下回り、全くしない者の割合は全
国の値（男子：4.5%、女子：8.2%）を上回っ
た（図２⒜）。これらの結果から、F 町の児
童は男女を問わず運動部やスポーツクラブに
所属する割合が低く、定期的に運動やスポー
ツを行う者が少ない傾向であり、少数ではあ
るが運動やスポーツを全くしない児童もいる
ことが明らかとなった。運動やスポーツを行
うと回答した F 町の男子児童のうち、平日
の平均的な活動日数を５日とした者の割合は
全国の男子の値（27.9%）の半分程度の値で
あった。全国では１日と回答した者が男子、
女子でそれぞれ14.7%、23.8% であったが、F
町では男女とも全国の値を上回った（図２
⒝）。これらは、F 町の児童の運動部やスポー
ツクラブの加入率が低いことや、運動部やス
ポーツクラブでの活動の仕方に起因したと推
察される。
　全国では運動やスポーツをあまりしない、
あるいは全くしない児童は「入りたい運動部
やクラブがない」や「してみたいスポーツが
ない」を運動やスポーツをしない理由とし
て挙げた者が多かったのに対して、F 町では
これらの理由が挙げられることはほとんどな
かった（図３）。F 町では、平成13年から各
小学校区に総合型地域スポーツクラブを設け
て様々なスポーツ活動を行っている5）。この
結果から地域スポーツクラブや近隣の民間ス
ポーツクラブでは児童が好むようなスポーツ
が十分提供されていることが窺い知れる。し
かし、男女共に「場所や機会がない」という
回答が比較的多かったことから、それらのス
ポーツクラブの活動が児童やその家族にとっ
て適切な場所や時間で実施されておらず、活
動に参加できない児童がいる可能性が示唆さ

図11.�食事や睡眠時間が体力の向上につながると思
う者の割合
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れる。各スポーツクラブには児童や保護者の
ニーズに配慮し、実施場所や実施時間を再考
することが望まれよう。また全国と比較して
F 町では、男女共に「疲れる」、「時間がない」、

「してみたいと思わない」といった理由が挙
げられることが少なかった。よって、F 町の
児童は運動やスポーツに対して消極的姿勢を
有していることから運動やスポーツに取り組
んでいないのではないと理解される。F 町の
児童の男女別の運動やスポーツをしない理由
の特徴として、運動やスポーツをしない男子
では「運動が苦手」という理由が多く見受け
られ、全国と同様の傾向を示した。これらの
男子に対しては、運動やスポーツに対する苦
手意識を取り除くような何らかの取り組みを
行うことが必要であろう。女子においては、
全国と同様に「他にしていることがある」と
いう理由が多く見受けられたのに対して、「運
動が苦手」という理由は非常に少数であった。
したがって、F 町の運動やスポーツをしない
女子は運動やスポーツに対してあまり苦手意
識を持っていないが、運動やスポーツ以外の
習い事や塾通いをしており、運動やスポーツ
をすることができない状況にあると考えられ
る。
　全国では男子の44.4%、女子の22.3% が平
日に１日２時間以上運動やスポーツを行うと
回答したのに対して、F 町で平日に２時間以
上運動やスポーツを行う児童は男女共に１割
程度と少なく、２時間以下と回答した者が大
半を占めた（図４）。平日の時間帯ごとに運
動やスポーツを行う者の割合を比較すると、
F 町ではほぼ全ての時間帯において全国より
も運動やスポーツを行う者の割合が少ない傾
向であった（図５⒜）。一方、F 町の児童の
平日の時間帯ごとの運動やスポーツの実施時
間はほぼ全ての時間帯において全国を上回る
値であった（図５⒝）。よって、F 町の児童

全体として平日に運動やスポーツを行う者は
全国よりも少なく、運動やスポーツを行う時
間も短い傾向であるが、平日に運動やスポー
ツを行っている児童は全国よりも長い時間運
動やスポーツに取り組んでいることが明らか
となった。
　土曜日あるいは日曜日の運動やスポーツの
実施状況について見てみると、F 町では土曜
日、日曜日共に運動やスポーツを行う児童の
割合が全国を下回る値であった（図６⒜お
よび図７⒜）。運動やスポーツの実施時間は
男子が全国を大きく下回る値、女子はやや少
ない値であった。１か月における実施回数は
男子では月 1 回がやや多く、月２回が少ない
傾向、女子では月１回が少なく、月３回がや
や多い傾向であったが、全体として全国に類
似した結果であった（図６⒝および図７⒝）。
土曜日や日曜日に児童が運動やスポーツを行
う場合、大抵は地域スポーツクラブや民間の
スポーツクラブでの活動が想定される。F 町
の児童の土曜日、日曜日における運動やス
ポーツの実施率の低さは全国と比べて運動部
やスポーツクラブの加入率が低いことの影
響、実施時間や実施回数は各スポーツクラブ
の活動方法の影響を受けたものと思われる。
　運動やスポーツに対する態度について、F
町の女子は運動やスポーツを「好き」、「得意」
および「もっとしたいと思う」と回答した者
が多く、全国の値を上回った（図８）。女子
のその他の回答および男子の回答は概ね全国
と同様の傾向であった。よって、F 町の女子
児童は比較的運動やスポーツに対して積極的
な態度を有していることが分かった。
　生活習慣に関する項目について見てみる
と、F 町では朝食を毎日摂取する児童の割合
が全国の値を上回り、「毎日食べない」と回
答した児童はいなかった（図10⒜）。F 町で
は平成23年に策定した食育推進計画に基づい
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て小学校に食育推進のための組織を整備し、
各校で指導計画を作成して食育に関する学習
や給食指導の充実を図っている6）。小学校で
の食育活動によって朝食摂取の大切さが児童
に周知されていることに加え、先行研究7）で
指摘されている良好な食習慣を有する親の影
響を受け、F 町の児童は朝食摂取の習慣が定
着していると考えられる。休養に関しては、
F 町の男子、女子共に１日の睡眠時間が８時
間以上と回答した者の割合が全国を大きく上
回る値であった（図10⒝）。日本スポーツ振
興センターの調査では児童の約８割が８時
間以上の睡眠を取っていると報告されており8）、
本調査の結果はそれに準ずる結果であった。
また、１日のテレビの視聴時間が２時間以下
と回答した児童の割合は F 町では全国より
も多い傾向であり（図10⒞）、テレビやビデ
オの視聴あるいはテレビゲームの使用が運動
やスポーツの実施時間の減少に影響したので
はないと思われる。運動やスポーツの実施あ
るいは適切な食事や睡眠時間が体力の向上に
つながることを理解している児童の割合は F
町の男女共に９割近くに上り（図９および図
11）、全国の報告同様に理解が進んでいるこ
とを示している。これらのことから、F 町の
児童は概ね良好な生活習慣を有しており、体
力向上のために運動、栄養、休養の３要素が
大切であることを十分理解していると判断で
きる。
　以上のことから、全国の児童と比べて F
町の児童の運動習慣、運動やスポーツに対す
る態度は、
１）運動部やスポーツクラブに所属する児童

が少ない
２） 定期的に運動やスポーツを行う者が少な

い
３）曜日によらず運動やスポーツの実施日数

が少なく、実施時間が短い

４）平日に運動やスポーツを行う児童は比較
的長時間行っている

５）運動やスポーツをしない男子の中には運
動が苦手な者が多い

６）運動やスポーツをしない女子は運動やス
ポーツ以外の習い事や塾通いをしている者
が多い

７）女子は比較的運動やスポーツに対して積
極的な態度を有している

という特徴があることが明らかとなった。
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